
尼崎市経済環境局環境部 

産業廃棄物対策担当 御中 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書等提出シート 

下記1の書類について、別添のとおり提出します。 

記 

thi ．かノ’ 
夢物試、‘マ 

1 提出書類 

＜該当を選択＞ 

■産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 1部） 

■産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF ・書類 1部） 

■特別管理産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 1部） 

■特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF・書類 1部） 

2 提出者 

（住所） 〒660 一0857 

兵庫県尼崎市西向島町64番地 

（名称・代表者氏名） 

株式会社 クボタ 阪神工場 尼崎事業所 

工場長 清水 宏明 

3 対象事業場 

（所在地）〒660-0857 

兵庫県尼崎市西向島町64番地 

（名称） 

株式会社 クボタ 阪神工場 尼崎事業所 

（事業場コード（6 桁）) 929014 

4 事業場データ 

（業種コード（4 桁）) 

2293 

（業種名） 

鋳鉄管製造業 

（フレーム：製造業は製品生産額、その他は従業員数） 

6,229百万円、 106人 

5 担当者 

（所属） 

尼崎設備安全課 

（氏名） 

松谷 

（電話） (FAX) 

06-6411-1147 06-6411-1148 

(E一mail) 

shigeki-matsutani@kubota.com 

（その他事業所） 

本用紙は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第ニ号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

尼 崎 市 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

長 殿 

ロ 

ゾ 

産業廃棄物処理計画書 

令和 5年 6月21日 

提出者 

住 所 兵庫県尼崎市西向島町64番地 

氏名株式会社クボタ阪神エ場尼崎事業所 
エ場長 清 水 宏 明 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 06一6411 一1147 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

只ュ上尋エ 

心圧ノ発 
第 

-5,6.21
ず七収：受，粉7 

茅凝量dL,y簾う‘りノ－ 
響鳶物試3ンンノ 

1！ 

事 業 場 の 名 称 株式会社 クボタ 阪神工場 尼崎事業所 

事業場 の 所在 地 兵庫県尼崎市西向島町64番地 

計 画 期 間 令和5年4月1日から令和6年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 2293 鋳鉄管製造業 

②事 業 の 規 模 製造品生産金額 6, 429 百万円 （令和4年度実績） 

③従 業 員 数 106人 （令和5年4月時点） 

④産業廃棄物の一連 

の処理の工程 
別紙のとおり 

（日本工業規格 A列4番） 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

① 現状 

【前年度（令和4年度）実績】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

排 出 量 t t 

（これまでに実施した取組） 

・製造ラインの不良率低減による廃棄物の発生抑制。 

・汚泥の脱水効率の向上 

・廃棄物として処理分していたものを有価物とすることにより、廃棄 

物量の低減。 

② 計画 

【目標】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

排 出 量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

・上記取組みを継続する。 

・設備投資による更なる汚泥の脱水能力の向上。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

(i エ日 sU 

uノサ亡状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・事業所内に、鉱さい（品目別）・汚泥・廃プラスチック・ガラス陶磁器 

くずetc 処理委託毎に保管場所を設けて分別を行っている。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・上記取組みを継続する。 

・更なる分別による有価物化の検討中。 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

①現状 

【前年度（令和4年度）実績】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

（これまでに実施し大 二取組） 

・特になし 

② 計画 

【目標】 別紙の‘ 通り 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 

産業廃棄物の量 
t t 

（今後実施する予定の取組） 

・特になし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

① 現状 

【前年度（令和4年度）実績】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
t t 

（これまでに実施した取組） 

・汚泥含水率管理、脱水装置の点検の実施を行ってし 、る。 

② 計画 

【目標】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 

産業廃棄物の量 
t t 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
t t 

（今後実施する予定の取組） 

・上記取組みを継続する。 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

① 現状 

【前年度（令和4年度）実績】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

・特になし 

② 計画 

【目標】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

・特になし 

首廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和4年度）実績】 別紙の通り 

産業廃棄物の種類 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

・直接埋立処分、中間処理後の埋立処分を行っていた業者から、再 

生利用業者に切替え平成21年度よりゼロエミッション達成を継 

続している。 

・廃棄物運搬に伴う、C02 削減のため、遠方の処分業者から近隣 

の処分業者へ切替を実施している。 



（第5面） 

【目標】  別紙の通り

産業廃棄物の種類 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

・上記取組みを継続する。 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 

と。 

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完 

成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業 

規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで 

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら 

中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら 

中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入するこ 

と。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託 

量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

施行令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定 

熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた 

者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている 

処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の 

とおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄 

物の種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄 

に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな 

いときは、「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



当該事業場において現に行なっている事業に関する事項 

〇産業廃棄物の一連の処理の工程 

原 料 ①0600 廃プラスチック類 原 料 ①0600 廃プラスチック類 

・②0800木くず ・②0800木くず 

溶 解 ③1400鉱さい 溶 融 ⑤1300ガラス陶磁器くず 

成 型 ③1400鉱さい 急冷固化 

鋳 造 ③1400鉱さい 水 洗 

熱処理 

加 工 ④0300廃油 梱 包 

梱 包 出 荷 

V 

出 荷 変電施設 廃水処理 ⑥0200汚泥 

①0600廃プラスチック 

収集運搬＜外部委託＞ → 破砕・減容固化＜外部委託＞ 

-RPF ・樹脂原料として販売 

②0800木くず 

収集運搬＜外部委託＞ → 破砕・減容固化＜外部委託＞ 

→チップ・RPFとして販売 

③1400鉱さい 

収集運搬＜外部委託＞→破砕＜外部委託＞ 

→路盤材として販売 

④0200廃油 

収集運搬＜外部委託＞→油水分離＜外部委託＞ 

→燃料原料として販売 

⑤1300ガラス陶磁器くず 

収集運搬＜外部委託＞→破砕＜外部委託＞ 

→ガラス原料として販売、一部は安定型最終処分場へ埋立処分 

⑥0200汚泥 

収集運搬＜外部委託＞→薬剤乾燥＜外部委託＞ 

→路盤材として販売 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

行政 

処理業者 

工場長 

↓ 
副工場長 

（主任環境管理責任者） 

1 
尼崎設備安全課長 

（環境管理担当課長） 

各課 担当課長 

（課環境管理責任者） 

分 担 

環境管理担当課長 

工場内の廃棄物処理計画等の策定、部門間の調整、行政への報告 

処理委託業者の選定、廃棄物処理委託契約等手続き、適正処理の確認 

事業所内の他部門への関係法令等の教育、啓発、指導監督 

課環境管理責任者 

部門内から発生する産業廃棄物の発生削減、分別、場内保管場所への運搬 

部門内 従業員への分別方法等の徹底 



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

力。ラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

0200 

汚泥 

1200 

金属 

くず 

排出量 55. 64t 38. Olt 1, 875. 66t 481. 92t 64. 151 1, 459. 46t 2, 247. 52t 

〇計画 目標 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02
汚 
00 

1200 

金属 

くず 

排出量 29. 03t 16. 29t 1, 861. 76t 481. 92t 64. 15t 1, 459. 46t 2, 247. 52t 

前年度比1％の削減 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02
汚 0

0
泥 0

0

ず 
12
金く 

自ら再生利用を 
行った量 ot Ot Ot Ot ot ot 2, 247. 42t 

〇計画 目標 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

ガラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02
汚 
00 

1200 

金属 

くず 
自ら再生利用を 
行った量 01 ot 01 ot ot ot 2, 247. 52t 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02
汚 0

0
泥 

1200 

金属 

くず 

自ら熱回収を 
行った産業廃 
棄物の量 

0t ot ot 01 ot ot Ot 

自ら中間処理 

により減量し 

た産業廃棄物 

の量 

01 ot ot ot 01 1, 315. 86t ot 

〇計画 目標 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

力。ラス陶磁 

器くず 

03
廃 
00 02

汚 
00 

0

0

ず 
12
金く 

自ら熱回収を 

行う産業廃棄 
物の量 

01 ot ot 01 01 ot Ot 

自ら中間処理 

により減量す 

る産業廃棄物 

の量 

Ot 01 0t 01 01 1, 315. 86t 01 



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入に関する事項 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

が刀陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

0200 

汚泥 

1200 

金属 

くず 

自ら埋立処分 

又は海洋投入 

処分を行った 
産業廃棄物の 

量 

ot ot Ot ot Ot ot Ot 

〇計画 目標 

産業廃棄物 

の種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02 00 
1200 

金属 

くず 

自ら埋立処分 

又は海洋投入 

処分を行う産 
業廃棄物の量 

0t ot Ut Ut ot Ut Ut 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

〇現状 前年度（令和4年度）実績 

産業廃棄物の 

種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

02 
0
0
泥 

1200 

金属 

くず 

全処理委託量 55. 64t 38. Olt 1, 875. 66t 481. 92t 64. 15t 143. 6Ut 0. lOt 

優良認定処理 

業者への処理 

委託量 

55. 64t 38. Olt ot ll.63t 64. 1St Ut U. lOt 

再生利用業者へ 

の処理委託量 
55. 64t 38. Ult 1, 875. 66t 474. U0t 64. 1St 143. 60t U. lOt 

認定熱回収業者 

への処理委託量 
ot ot ot Ut Ut Ut ot 

認定熱回収業者 

以外の熱回収を 

行う業者への 

処理委託量 

Ut Ut ot Ut ot Ut Ut 

〇計画 目標 

産業廃棄物の 

種類 

0600 

廃プラス 

チック 

0800 

木くず 

1400 

鉱さい 

1300 

がラス陶磁 

器くず 

0300 

廃油 

0200 

汚泥 

1200 

金属 

くず 

全処理委託量 29. U3t 16. 29t 1, 861. 76t 481. 92t 64. 15t 143. 60t Ot 

優良認定処理 

業者への処理 

委託量 

29. 03t 16. 29t Ut 11. 63t 64. 15t ot ot 

再生利用業者へ 

の処理委託量 
29. U3t 16. 29t 1, 861. 76t 474. OUt 64. 15t 143. 6Ut ot 

認定熱回収業者 

への処理委託量 
Ut Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

認定熱回収業者 

以外の熱回収を 

行う業者への 

処理委託量 

Ut Ut Ut Ut Ut Ut Ut 


